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1.　はしがき

調布市立中央図書館は、昭和41年６月開館以来、昭和４３年３月３１日現在まで１年１０月が経過し、

きの間市民の文化活動の一環としてきの業務遂行に鋭意努力してきた。

開館当初は、職員２名，蔵書数　5,623冊で発足したものが、昭和４２年度末現在においては職数７名

蔵書数　14,860冊となり、人的物的にも内容が充実してきた。しかしながら、現在の職員構成（館長,図

書係４名、庶務係１名、用務員1名）と蔵書数では開舘以来１年１０月の間に市民にようやく図書館の

存在ぶ知られはじめたというところで　到底満足すべき図書館活動はおこない得ない。 今後図書館サー

ビスの需要が増加するにつれ、ますますこれに応じられる体制を整えなければ、市民の要求を満すことが

できなくなるであろう。

この図書館サービスの需要とそれに対する受入れ体制という点からみたものが、別表２の「図書館利用

状況前年度との比較調」である。これによると、入館者は　47,000　余人増加し　1.85倍、貸出登録者は

6,200　余人増加し３倍強と大幅に増えている。　しかし　登録率は　2.4％から　6.9 ％と2.9倍に率の上からは

増加しているるが、 市民　100　人について1人弱の割合でしか図書間の常時利用者がいないのである。即ち



図書の貸出冊数が前年度と比べ３倍となリ５万冊の貸出しをおこなったが、市民１人当りにするとわずか

に0.37冊にしかならない。これは前年度の0.12冊の3倍とはいいながらも、市民100人でやっと4冊の利用というのが現状である。一方、登録者の図書利用程度をみると、前年と本年度とはほとんど変わらず

５冊程度の貸出しを受けている。

これに対する受入れ体制として、蔵書数は前年度末　9,254冊から　5,606冊増加し、　14,860冊となり

1.6倍となったが、市民１人当りの図書数（図書保証率)は　0.07冊から　0.11冊ににしかならない。即ち

市立図書館にあるあらゆる図書を含めても　市民１人について　0.1冊の割合でしか本がいきわたらないの

である。貸出冊数を蔵書数で除したのが蔵書回転率であるが、昨年度が　1.73回であったものが、本年度

は３．３４回と１．９３倍になった。これは蔵書１冊が本毎度の場合３．３４回貸出さこれたことを意味し、図書

の利用が高くなったことを示す反面、蔵書が利用に対して少ないため回転が多くなり、図書館の書架に

る期間が少ないことを表わしているのである。

次に閲覧者用の座席についていえば　１６４座席あったものが蔵書が増加したため、座席を減らすこと

を余儀なくされ、本年度は144座席となったため閲覧者に不便をかけることになった。座席数の減少と

共に入館者の増加とあわせ座席回転率が高くなり、昨年度より１．６倍と使用頻度が､髙くなった。この座席

回転率學は、1日の平均入館者数を座席数で除した数値であり、　１日に１個の席が利用される回数を示して

いる。昨年度が１６２％であったものが本年度は２５７％となり、これを一般と児童に分けてみると、一

般が 210

％

児童が24

9

％と児童の 利用率が非常に 高く なってい る。これは 1日

に

1座席が 一般が２回

児童が５回も利用されているわけである。

このように図書館に対する市民の利用が高まり、この受要に応ずるべく人員の配置、蔵書の増加等、受

入体制を整えてはいるが、いまだ図書館に対する市民の認識も浅、広く利用されているとはいえず、ま

だ図書館側としても設備が不完全な状態にあるのが現実の姿である。

以下、昭和４２年度(昭和４２年４月１日から昭和４３年３月３１日まで）における図書館業務の内容

と活動状況について，その実状と分析を述べ、市民の理解を深めかつ将来の図書館改善の資料としたい。

２.利用者（入館者）について

図書館の利用者は、これを大別すると、図書を借りに来る人、館内で読書をする人、館の設備だけを利

用し勉強する人（図書の利用は少ない）に分けられる。いずれにせよ、　入館者は何らかの形で図書館を刊

用しているのであるが、利用する場合に図書館の開館時間、場所的制約と利用者の社会生活からくる各種

の制約のため大きく妨げられている。

別表３の「階層別入館者数調」にみられるごとく、　昭和４２年度中の入館者総数102,908人のうち児童

31.9％、中学生10.7％、学生（高校生・大学生)  31.2％と時間的制約の比較的少ない階層の利用が

あわせて73.8％と圧倒的に多く、　これに対して勤人・主婦・その他（自営、受験生、無職他）の階層は



全てを含めても26.2％でしかない。そのうち勤人は7.5％、主婦においては4.2％とごく少数の利用用

しかみられないのである。この解消の一つの手段とこして、 開館時間の夜間延長 現在は週２回のみ）が考

えられるが、現在の図書館員数では不可能である。また夜間利用者は偏りがあるので、サービスの方法と

しては、むしろ地域的制約をなしすことの方が効率的である。

このように時間的な制約と共に、図書館と利用者との距離的制約によっても、またその利用が大きな左

右される。このことは、入館者を地域別に調査した別表４の「地域別入館者調」及び別表５の「図書館を

中心にした距離別入館者調」にみられるとおり　市立図書館を中心として半径1km以内に居住している

市民の利用が、圧倒的に多数をしめていることからもうかがうことができる。即ち、入館者総数102,908

人のうち、1km　以内の居住者の入館者は　36.9％の　38,038人をしめ，　また1km～1.5kmの居住者では

14.3％の15,072人であり、図書館を中心として半径1.5km以内の入館者は総入館者の51.2％と過

半数となっている。

逆に、図書館から２km以遠の離れた地域に居住する市民の利用は、著しく低いものになっていること

がはっきりする。即ち、この地域では入館者の13.9％にすぎず、実数としては１４，１９５人である。その

他　1.5ｋｍ～２ｋｍ　の地域では　11.4％　の　11,652人である。　　また、　図書館から２ｋｍ以内では入館者の62.6％

で　64.762人が利用していることになる。

次に、地域（町）別の人口でその地域の入館者数を除した図書館利用率からみると、図書館のある上布

田地区が　171.1％　と最も高率となっており、これは上布田町に住む市民１人が年間平均1.7回利用して

いることがわかる。また、利用率の最も低いのは緑ヶ丘地区でわずかに7.2％ であり，市民1人の年間利

用回数は　0.07回にすぎない状態にあり，ここは図書館から最も遠い地域にあり、交通機関によらなけれ

ば利用でさない位置にある。

市立図書館から １ｋｍ以内に居住する市民の図書館利用率は120.7％、　　1km～1.5km　の地域では

61.9％であり，　半径　1.5km　の円周内に居住する人の利用率は平均すると　95.1％　となるから，この地

域の市民は平均すると年１回程度市立図書館を利用している。また、1.5km～2kmの居住者の利用率は

65.4％となり,　2km　以内の平均利用率は87.9％と比較的高い数値を示している。これに対し2km

以遠の地域になると　21.6％と急激に低くなり,年間　0.2回余りの利用しかなく，市内全域の平均が56.7

％であるから，全市民の図書館利用の年　0.5回の半分以下となっている。

このように図書館と居住地域の距離は1kmが理想ではあるが、少なくとも　1.5km  ないし2km が

利便さから考えると最大限の利用距離となる。それ以上の距離をとなると，利用者にとって時間的、経済的

かつ心理的抵抗が大となり利用が著しく減少する。ただし、
距離が

遠くとも電車　バス等の交通機関が市

立図書館と日常生活の行動線上　一たとえば通勤、通学　買物等－　にある地域の市民については比較的

高い利用率を示している。たとえば 飛田給の　63.8％、上石原の　68.7％　　染地の　80.2％　という数値

にみられるとおりである。



以上のように図書館を無理なく利用するためには、身近な場所に位置していることが何よりも重要な条

件となってくるのである。そして具体的には少なくとも徒歩で利用できる1.5kmの範囲内にあると共に

日常生活の行動線上、いわゆる便利な所にあることが大切である。調布の市立図書館が真に市民のものに

なり、図書館サービスが提供が常に平等に受けられるようにするためには、　この統計にみられる結果を考

慮し、地域小図書館をさらに建覧することが必要になってくる。それと同時に、地域貸出しとか団体貸出

し等積極的に市民のなかに直接入りこんていく利用方法を講じなければならない。このような方策を実施

すれば、勤人とか主婦のように昼間仕事を持っている人とか、遠いために来館できない人の不便が

れ、全市民が利用すする機会を持つことができるようになろう。

3.　閲覧業務について

図書館の入館者のうち、　図書を借出して自宅に持ち帰り読む人を除いた入館者が閲覧者となるが、この

なかには図書館で読書する人と　単に図書館の座席を利用して勉強をする人とがある。

表６の「館内閲覧者調」にあるとおり、昭和４２年度において入館者総数　102,908人があり　図書

貸出しは　49,704冊　であるから、これを減じた数　53,204人人が､館内閲覧者になる。図書館利用者のう

ちで最も館内閲覧者の比率の高いのは「その他」として分類されている階層で、このなかには自営　自

由業、無職などが含まれるがその多数は大学受験生である。

この階層の入館者　14,848人　のうち　1,472人　の人が図書を利用しているにすぎなく．残りの９割

（13,376人）　の人が館内閲覧者であり、図書の利用も多くは学習参考書であり、　そのほとんどの人は単

に座席の利用のみにとどまっている。これに次いで、　中学生の68％、　学生（高校・大学生）の　65％と

館付閲覧の比率が高く、また児童では　29％　となっている。

このようこ中学生から大学生までの就学者の図書館利用者のうち、　これを平均すると　72％が館内閲覧

者であり、館内で勉学･ 読書をしているわけである。

一方，勤人の17％　主婦の15％　とこの階層の館内での閲覧は低く、来館者のうちの大部分は図書を

借出し家に持ち帰って読書をする人達である。　これは仕事の関係上，　図書館で腰を落ち着けて読書をする

時間を持つことののできない利用者であり、この数値をみても図書館の利用は日常生活の時間的制約に大き

ぐ左右されていることがはっきりする。

次に館内閲覧者数（53,204人)   　の内訳を各階層別にその割合をみると，学生　39.4％、その他　25.1％

児童　17.7％、中学生14％の順になっており、勤人では2.4％，主婦は1.3％と利用者数の少ないこと

もあるが　この二つの階層の閲覧者は 極端に少なくなっている。また、入館者総数　102,908人のうち

閲覧をするのは勤人1％（1,293人），　主婦　0.6％（663人）であるのに対し、　学生は20.4％（20,964人）

が館内閲覧をしているのが現実の姿である。

このように、時間的制約の強い勤人・主婦階層にとって図書館の利用は困難であり、利用するにも館内



閲覧はできなく、どうしても貸出し中心になる。そのために，現代の図書館の機能は,従来のように暇の

ある人が、たまたま図書館に来て利用するといった前近代の形ではなく，多忙な時間を最大限に利用する

ために，図書館は市民の書庫として貸出しを主体にすることが一番大きな目的となっている。また，読書

活動を刺戟していく　質的な館外活動も必要とされる。

入館者が地域により大きな差があることについては先に述ベたとおりであるが、これと共に図書館はど

うしても市民の身近な位置にあることが必要になってくる。ここでいう身近な図書館というは、建物や

設備が立派なものであることは必ずしも必要なのでなく、　地域文庫・配本所的なものでよいのであり,市

民の居住地にそれがあり，手軽に図書を利用できる方法をこれからは考慮していかなければならないであ

ろう。

現在、市立図書館の座席数は　144席というわずかな数しかなく、館内閲覧の利用が著しく妨げられ

いる現実がある。即ち、 座席の利用は１日の入館者を座席数で除した座席回転率で表わされるが、学生・

一般室では　210％、児童室では　492％　　平均で　257％　となっている。これは一つの座席が一日に，

学生・一般室で　2.1回、児童室では実に　4.9回も利用されてるのであり、　これでは利用者の望む時間

に来て座席を選択し，自由にゆっくり読書ができる状態ではない。座席を確保するために開館時間前から

外で待っていたり、閲覧室が満員のため入室を制限したりしているのが実情であり、電車に乗ってわざわ

ざ出向いても　やむなく利用できずに帰る人もいるのである。たとえ座席が確保されても、閲覧室が手狭

なため，多数の人が入るとどうしても騒音が発生し，　読書に適さない状態になることが多々あるのである。

現在の住宅事情をみるとき、各家庭において勉学･読書をおこなう環境が少ないこともあり、座席の利

用のみに図書館が利用されることは、本来の目的に添わないのであうが、現実の問題としてはやむえな

いであろう。これらの人が図書館を利用することを 身近なものに感じ、日常生活の一部分のような気持を

持つとしたならば、　将来の真の図書館利用者に成長するであろう。

このように、現在すでに閲覧室は飽和状態にあるので、早急に何らかの処置改善策を講じなけれぼなら

なく、中央館として通用する設備をもった図書館の建設が待たれる段階が早くも到来している。

4.　貸出し業務について

一般に市民図書館は、学術の調査研究と資料の収集保存を目的とし専門図書館とことなり　教養・娯

楽･趣味・実用等、市民全体の利用に供することを目的としている、そして利用形態の大きなものは図書

の貸出しであり、調布市立中央図書館もこの目的に添って活動しており、蔵書もそのように収集し構成し

ている。

このように当館の中心業務である貸出し業務のために，貸出し方法は最も進んだブラウン方式をとり、

利用者は簡単な登録手続きにより、貸出し券を受取り手軽に借出すことができる。 図書の選択は開架式書

庫となっているので，借りようと思う本を自由に手にとってみることができるので容易であり　気安さと



便利さが供与される。

貸出し活動は登録率と貸出率によリ示されるが、登録率は奉仕人口（市民の全人口）で登録者数を除し

た数で得られ、これは図書館の知名度と利用者の借出し（利用）の意志を表わしている。

調布市立図書館の場合、別表２の「図書館利用状況前年度との比較調」にみられるとおり、昭和４２年

度においては　6.9％であるので、市民　100人に対しわずかに　7人弱が登録をしているのにすぎない。　しか

し昨年度はさらに少なく2.4％であったことにくらべ、大幅な増加をみたわけであるが、欧州諸国に比較

するとはるかに低いものであり、　まだまだ市民に縁遠い図書館となっている。

登録者の実数は、本年度では一般（中学生以上) 4,906人、　児童4,387人で、合計　9,293人であ

ったが、前年度は　一般　2,161人、　児童　921人で　 合計　3,082人であつた。これを一般・児童とに

分けてその登録比をみると、本年度が一般53％　児童　47％とほぼ半分の割合であるが、前年度では

それが70％　と　30％の割合で児童が低い状態にあった。即ち、前年度の登録者を100としてその増加

率をみると、平均で　30.2％の増であるが、その内訳は一般では　22.7％であり、　児童においては実に

476％と大幅に増加し、　約５倍の児童が登録をしたことになる。

このように前年度が低く本年度が大幅に増加したのは、前年度は市立図書館の開館初年度のためにPR

不足、サービス体制の不備、館外活動をしてしない等の悪条件のために図書館に対する認識が一般的に低

く、特に児童層にとって図書館が大人達のもの　　学主のものというような考えが先入観としてあったため

ではないかと思われる。それが１年間の活動を通じてようやく児童に図書館に対する理解が深まった結果

が　児童の大幅な登録の増加となって表われたのであろう。　　これには、学校図書館を訪問したり　学校と

の連携を図ったことも大きい意味をもっていると考えられる。

では、この登録者の年間における図書の利用程度を知るには貸出利用書率があり、これは年間貸出冊数

を登録者数で除した数値で表わされる。これによると前年度は　5.09　であり、　その内訳は一般が4.68

児童が　6.07である。即ち　登録者１人平均が１年間で５冊利用したことになり、そのうち一般が　4.7冊、

児童は6.1冊であった。これに対し本年度の平均利用者率は5.35であり、このうち一般が5.36、児童

が5.33であるから、登録者1人当り平均5冊を借り出して利用したこととなる。これでみるとおり、前

年度は児童の方が図書の利用が多かったが、本年度になっては同じ程度の利用者率になり、わずかながら

も一般の登録者の図書利用が多くなった。

次に、調布市の市民１人が図書館から年間何冊の図書を借り出しているのかをみる数値として貸出率が、

ある。これは年間貸出冊数を奉仕人口(市民の全人口）で除したもので示され、この数値は別表１及び２

に記されたとおりである。即ち、本年度の貸出率は0.37であるか、市民１人が年間0.4冊弱を借り出

している辻すぎない。これを前年度の0.12冊と比較すると3倍強の伸びとなり、実数で示すと本年度

49,704冊(一般26,301冊、児童23,397冊)であり前年度は15,702冊(一冊1O,115冊、 児童

5,587冊)であった。



一般と児童とに分けて貸出冊数の割合をみると、本年度が　53％ と　47％でやや一般が児童より多い程

度であるが、前率度は　64％と　36％で児童が少ないのが目立っている。このように前年度の貸出率にお

いて一般と児童との差があるのは、先に述べた登録率の差と同様に図書館活動の初期段階にあったこと

の理由によるものであろう。

次に別表２の中の蔵書の回転率をみると、前年度　1.73べ回であったのが、本年度では3.34回となり

約２倍になっている。この回転率は年度末蔵書数で年間貸出し冊数を除した数値であり、１冊の図書が年

間に利用された回数を示すものである。従ってこの蔵書回転率の数値が高ければ、図書資料がよく利用さ

れていることになり、　死蔵図書がなくなるわけである。 本年度は図書館にある図書が平均して3.3回が貸

出しに剥用され、これは前年度よりも２倍も利用されている。

蔵書回転率を一般と児童とに分けて、前年度と比較すると次のようになる。前年度は一般が1.29回

児童が4.52回であり、本年度は一般2.14回、児童9.04回になるので、一般では1.66倍、児童では

2.0倍となり、　１冊の本がよく生かされ利用されるようになってきている。

このことからもわかるように、一般と児童とを比較した場合に、児童図書の利用頻度がいかに高いかを

示している。これは入館者についても、児童が全体の3 0 ％をしめている利用の高い事実と併せて、今後

の児童に対する図書館活動の方向を示唆している。

５．貸出し図書からみた読書傾向について

先こ述べた蔵書回転率を分類（部門) 別に出したのが、別表７の「分類別図書貸出状況調」である、こ

の表でわかるとおり、利用（回転率）頻度の一番高いの文学・小説類の3.3回であり、低いものは産業

交通類の　0.82　回及び語学類の　0.84　回となっている。　その他の部門では、回転率が　1　～1.5回にあるの

は歴史・地理類（1.43回）、総記類（1.13回）、社会科学（1.02回）があり、　1.5～2回までは工業・家

事類（1.96回）、哲学・宗教及び芸術・スポーツ類（各々1.85回）、自然科学類（1.59回）となっている。

図書の利用頻度からみると、文字・小説をはじめとし工業・家事、芸術・スポーツの部門が多く読まれ

読書傾向は趣味・娯楽・実用の図書に集中していうようであるが、一方、哲学・宗教部門も高い率を示し

ているのが注目される。　しかしながらこの蔵書回転率は　読書傾向を表わす反面、各部門の蔵書の在庫数

に規定される。よき蔵書が多くなり魅力があれば利用は高まる。従って現状の貧弱な蔵書による単純な統

計値からだけでは、部門毎の傾向の比較はつつしまねばならない。いずれにしても将来の蔵書購入計画の

際に考慮しなければならないデーターである。即ち　図書の需要の多さに比べ利用される部門の図書が少

ないために一冊の本が何回も利用されるからである。

次に一般図書の年間貸出し冊数の中で各分類ごとの図書がいかなる割合で読まれたかをみると、別表８

の「階層別読書傾向調」の下段に記されたようになる。　この表によると文学・小説類の　60.9％を最高と



しその他は10％加以下となっており、産業・交通類の0.8％が最低となっている。即ち、5％以上の貸

出し割合であるのは歴史・地理の　8.2％　社会科学7.1％、芸術・スポーツ　5.8％、哲学・宗教　5％であ

り、5％以下の部門では自然科学　4.7％工業･ 家庭3.4％、総記3％、 語学1.1％となっている。

この貸出し順位は蔵書回転率の一冊の本の利用頻度を示すものでなく、貸出し総冊数の中の各分類ごと

の割合であるので読書傾向が一看はっきりする。この数値でみると、文学・小説類を中心とし、伝記・旅

行関係を含んだ歴史･ 地理類と社会科学、芸術・スポーツ類となり、これらの部門で一般図書の貸出し冊

数中の　82％ をしめている。

さらに　この読書傾向を年間貸出し冊数から階層ごとに分類別にみたのが、　別表８にみられる数値であ

る。これによると、　各階層を通じ、文学・小説類が57～58％の高い割合で一番読まれている。この他

の部門についてみると、その割合に多少の差のがあるが、歴史・地理類が共通してよく読まれて、その中でも

「中学生」と「その他」の階層が目立ち、「その他」の中には受験生と老人層が多く含まれていることによ

るものであうう。

次に，文学・小説類を除いた各部門について、各階層別にみると以下のとおりになる。

中学生では自然科学が　8.3％ と読まれ、これは他の階層にみられない特徴であり、芸術・スポーチも歴

史・地理類の　10％についで　9.5％と高い。学生では、社会科学　8.9％　歴史地理8.5％についで哲学

宗数が7.5 % と高いのは当初から予想された結果のとおりであり、　 学生層は教養と思索に重点を置いた、

学校生活に密着した読書をおこなっている。

次に勤人層では、社会科学　8.3％　歴史・地理　7.4％の他に芸術・スポーツの6 % が目立っており、一

見して教養、趣味、娯楽の読書の三つの要素を持った読書であることがわかる。

主婦の利用は工業・家事類が　9.1％と高く、歴史・ 地理と総記類が5.2％と続いている。総記類が高い

のはこの中心に雑誌を含んでいるからであろう。即ち、主婦は婦人雑誌を含めて家事・家庭に関する図書が

中心になっており、それに伝記、旅行ガイド等を含んだ歴史・地理関係のものが多く読まれていいる。

その他の階層には自営、受験生、無職が含まれるが、この層では歴史・地理13.6％の他に、芸術・ス

ポ一ツの　7.2％が多く、ついで哲学・宗教の4.6％となっており、　ここでも歴史・地理が多く読まれてい

るのが特徴になっている。

次に別表９の「分類別による階層別貸出割合調」により、貸出し図書の各分類（部門) 別ではどの階層

によく借り出され読まれたかをみると、学生・勤人層が各部門を通じ平均してよく読んでおり、各分類ご

とにこれをみると　およそ次のとおりである。

総記類の利用で目立つのは、貸出Ｕ冊数の36％が学生であり、ついで勤人の36％、主婦の25％と

なっている。哲学・宗教では学生が　63％と圧倒的に多く、次に勤人が高く19％となっている。歴史・

地理類では学生44％、勤人　22％が高率を示す他に中学生の　16％が目立っており、社会科学において

は主婦の8.8％が、学生の　54％、勤人の　29％につぃで３位の利用がある。また、自然科学は中学生の



24％と多いのに特色があり、学主　47％、勤人　18％となっている。工業・家事部門においては、学生

25％、勤人　20％　を大きく超えて主婦の利用が　37％　と書くなっている。　これはこの部門の蔵書の中で

工業関係よりも家事に関する図書が多く利用されているのである。その他、産業・交通、芸術・スポーツ

語学の各市門の貸出し割合を平均すると、学生が42％勤人が26％、中学生の18％の順となってい

る 。

文学・小説類では、学生　40.5％勤人　25.5％、主婦15.5％、中学生13.2％、その他　5.3％とな

っており、これは階層別による年間貸出し冊数の割合とほば同様になっている。即ち，学生　42.5％  勤

人　24.6％、主婦14％、　中学主　13.3％、その他　5.6％ であり、 貸出率、貸出順位とも同じ傾向を示し

ている。

6.蔵書について

図書館の生命は蔵書にある。いかなる設備、人員を誇っていても図書資料がなければ図書館はー日たり

とも活動はできない。

調布市立図書館は施設の関係上、閲覧業務が制約されており、  かつ一般利用者のいろいろな社会生活上

の制約があるので、活動の主体は貸出しが中心におかれている。この場合、蔵書が多くその種類が豊富で

ないと、利用者にとって魅力がなくなり、図書館の価値が半減する。しかしながら図書館が市民全体の奉

仕者としてその役割を良心的に果さなければならないのはいうまでもないが、市民のあらゆる要求を完全

にかつ充分に満すには、膨大な数の図書資料を収集しなければならない。これは一市立図書館の能力を大

きく超えるものでとうていでき得ない。

そこで一般的に市民図書館は、高度な学問的専門的な図書を備えることを必要とはしないが、少なくと

も日常の社会生活に不可欠な蔵書を持たなければならないことになる。 　即ち　市民の要求する図書資料の

70～80％は　最少限備え、応じられることが必要とされる。そして残りの学問的専町的な要求でる20～

30％ のものについては、国会、都立、その他の専門図書館を利用することを考えなけれぼならない。

しかし、調布市立図書館は開館以来　1年10月と歴史が浅く、　蔵書についてもまだ不充分な状態にあり

日常の用に供するだけの図書資料も不足がちで、市民の欲するところのものを直に応じられないのが現実

であリ、早急に改善していかなけれぼならない課題である。

昭和　41年6月　開館当時においては、蔵書数わずかに5,623冊で発足し。年度末（昭和42年3月31

日) で　9,254冊となった。昭和　42年度中においては、　別表10の「年間蔵書増加調」にみられるとおり

5,606冊　が増加し　14,860冊　となったのである。増加の内訳は、購入が　4,678冊で全体の82％、

次に寄贈の　903冊で　16％　となり、その他の増加は移管等であリ　107冊の　2％　となっている。寄贈図

書が増加図書の16 %　の多くに達しているのは、市民各位の市立図書館に対する深い理解と協力のたまも

のであリ感謝すると共に、　今後の物心両面からの一層の協力が得られるよう努めたい。



このように開館当初から比較すると、蔵書は　2.64　倍に増加したのであるが、他の公立図書館の状態を

みうと　おおよそつぎのとおりである。

三率摩にある公立図書館の平均蔵書数は　32,800冊、　　東京都全公立図書館平均では　28,700冊であり、

全図平均では　29,100冊となっているから，　調布市立図書館としても3万冊は備えたいところである。

開館当時の貧弱な蔵書からみれば、短期間に順調な増加をみたものの，なお不十分な状態におかれてお

り、図書保証率からこの状態をみると、前年度は0.07であったが、本年度は0.11と1.6倍になった。

この図書保証率とは、蔵書数を人口で除したものであるから、この数値は市民1人当りの図書の数を表わ

し、従って前年度は調布市民1人についてわずかに0.07冊であり、本年が1.6倍になったとはいえ、市

民1人が　0.1冊の図書しか保有していないのが現状である。

次に蔵書構成についてであるが、全蔵書14,860冊のうち一般図書が　82.6％の　12,272冊、児童図書

が　17.4％で　2,588冊である。　そして入館者（利用者)  のうち一服が　68％、児童が32％となってお

り、さらに貸出冊数の割合をみると― 般が　53％,　　児童が　47％となっている。

このように　入館、貸出し等その利用度がいずれも児書の方が、蔵書構成に比して高いので、児童用図

書を一最のそれよりも充実しなければならない、また、一般図書のうち　40％が文学・小説類であるが

貸出しでは　61％ と高率を示しており、利用が 高いので、図書購入の際に考慮しなかればならない。

別表７の「分類別図書貸出状況調」にみられるごとく、その他の部門につぃても蔵書構成の割合と比較

すると利用の高低があるので、部門によっては不足しているもの、理用されていないものとがあり、蔵書

の構成が不均衡な状態にあるようである。しかし、　現在では蔵書に魅力がないから利用が少ないというこ

とが十分こ考えられるので、一定水準に達するまでは各部門を　通じ充実させることが急務であろう。

なお、蔵書の購入計画について参考になるのは、先に述べた別表７の中の各分類別蔵書構成比、一冊当

りの図書回転率及び貸出し割合である。これによると、前述したごとく、文学・小説は部門中蔵書も多

いが回転率、貸出し割合も一番高く需要が多いので、この部門をさらに充実する要がある。次に歴史・地

理、社会科学類は蔵書構成、　貸出し割谷が高いが、　回転率が低いところから、比較的求めに応じられる蔵

書を備えているといえよう。

図書分類中、哲学・宗教、芸術 スポーツ類の回転率は第３位で高く、貸出しも多いが、これに比べ図

書が少ないようである。またエ業・家事部門の回転率は文学・小説の次に高いにもかかわらず、貸出冊数

が少ないところから利用度の高さがうかがわれ、蔵書を豊富にすれば貸出しはさらに延びよう。

その他、総記、産業・交通、語学類は図書も少なく、回転率、貸出し割合も低くなっているので蔵書

を豊富にすることによって、 新鮮な魅力を与え利用を高めることが必要であうう。

このように今後とも図書を増やすことが急務ではあるが、ただいたずらに数を増すのではなく　市民の

要求するところをよく理解し，眠らせて おく図書がないよう考慮し、役立つ図書・利用される図書を整備

して生きた魁力あるものにしていきたい。



７．館外活動について

図書館活動は図書の閲覧･貸出しがその中心になるのは勿論であるが、その他に読書会、講演会、研究

会、映写会等の館外活動が重要な役割を持っている。即ち、図書館が地域の文化活動の拠点てあるとの見

地からすれば、この館外活動は図書館にとって不可分の要素である。

前年度においては　開館初年度のにめ館内外の整備に追われ閲覧、　貸出し業務についても満足し実施で

きなかったが　本年度ではわずかではあるが館外活動を行なった。

しかしながら、資料不足、　人員不足等のためその意欲にもかかわらず充分な活動かできなかったが、実

施した活動については所期の目的を果したものと考えている。即ち、本年度は市立図書館の存在を知って

もらい、理解されることを中心にした市民利用者の　懇談会と読書に関する講演会等を実施しにのである。

利用者との懇談会では　学枝図書室（市立小学校　）館内利用者、各地域の市民等　各対象別に７回実施

した。講演会では　文学と人生（作家阿部知二）、子どもと読書（児童図書研究家代田昇）　子ども達の

求める本（慶応大学助教授渡辺茂男）、読書とテレビ（映画監督羽仁進) 等の内容でおこない、まにバスに

よる文学鑑賞、武蔵野文学散歩（評論家野田宇太郎）を実施した。

その他、子どもを中心にした映画会を市内２か所においておこなった。　しかしこの映画会については、

当市立図書館には視聴覚資料（映画、幻フィルム、紙芝居、レコード等）が備えていないので、都立日

比谷図書館より16ミリフィルムを借り出して実施したものである。なお、その他にも、市内幼稚園等か

らの要求により、日比谷図書館の視聴覚資料の斡旋をおこなった。

以上のように、視聴覚資料の不備ということが館外活動を大きくさまたげており、この資料の収集整備

が当市立図書館における急務となっている。また、会議室、集会室の設備がない欠点もあり、　本年度の活

動の多くは図書館以外の設備（公民館等）を利用せざるを得なかった。

これらの資料、設備が完備されれば、今後の館外･ 集会活動の姿も大きく変わり、なお一層市民に親し

まれる図書館になることができよう。

以上のような分析を�して、本図書館は、�１年目に比較すると脅異的な活動の伸長を示し、市民の間に

着実に存在を認められ、その傾向が高まっているが、館内・館外の活動の本格的な展開はこれからであって、

ようやく活動の基礎ができつつある段階といえよう。

市民図書館の課題は無限に多いが、少ない人員でより効率的な活動をしることを目標として　調布市の図

書館の方向づけができてきたということができよう。



表１　図書館利用状況調

表２　　図書館利用状況前年度との比較調



表3　階 層 別 入 館 者 数 調

表4　　地　域　別　入　館　者　調



表5　　図書館を中心にした距離別入館者調

表6　館 内 閲 覧 者 調（推定）



表7　　分類（部門）図書館貸出状況調

表8　階層別読書傾向（貸出状況)調　　（但し児童を除く）



表9　　分類（部門）別による階層別貸出割合調

表10　　年 間 蔵 書 増 加 調
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